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このことを考慮すると、各国の会計および報告制
度の間で相違が存在することの根拠や合理性が理
解できる。そこで本論文では、会計制度と文化的
諸相の関係に視点をあて日本および中国の会計制
度とその比較を行うことを目的とする。
　第1章「日本における会計制度の形成と発展」
では、日本の会計が形成された社会的な背景の経
緯、およびわが国独自の会計が発達していった過
程を明らかにするために、近代会計の導入と発展
から「企業会計原則」の制度と発展、さらに「企
業会計基準」公表と国際化対応までの過程を考察
した。わが国における会計理論および会計制度は、
ドイツの影響を強く受け、財務報告制度はイギリ
スの影響を受けている。さらにアメリカの会計の
影響を受けながらも、わが国独自の会計制度を生
み出している。現在IFRSの適用を容認しながら
も、わが国固有の会計制度も適用されている。
　第2章「中国における会計制度の形成と発展」
では、第1章同様、中国の会計が形成された社会
的な背景の経緯、および中国独自の会計が発展し
ていった過程を明らかにするために、中国の会計
制度の形成から社会主義市場経済体制における会
計制度、さらに現在の中国会計制度の体系と国際
化対応までの過程を考察した。中国は、ロシアの
会計を参考にしていたが、社会主義の発展により、
自給自足的自然経済から商品経済へ移行し、「社
会主義経済は、計画的商品経済」であるという方
針のもとに、中国独自の会計を発展させている。
現在IFRSを適用し、中国の会計制度はIFRSとの
コンバージェンスをほぼ達成しているが、IFRS
とは異なる取り扱いをしている部分も残されてい
る。
　第3章「会計制度比較と文化的アプローチ」で
は、文化的諸相と会計制度の関係性、文化的アプ
ローチの特性を考察し、それを踏まえたうえで日
本および中国の会計規制の体系を比較した。会計
の発展に、文化、経済、法律制度などの環境要因
が大きな影響を与えていると考えられるため、文
化的諸相と会計制度の関係を示すために、文化の
会計制度への影響について考察し、会計的価値は
社会的価値とどのように関係するかを明らかにす
るためにグレイが行った4つの仮説検証を基に日
本の会計規制の体系および中国の会計規制の体系
を比較した。
　第4章「会計制度の日中比較」では、日本およ
び中国の会計基準の設定方法、財務諸表体系と資
産会計について比較し、会計制度のダイバーシ
ティーとユニフォーミティーについて考察した。
グローバル化に伴い、会計基準を共通化し、財務
諸表の比較可能性を向上させることが強く求めら
れている。そのことによって、利害関係者の利便
性を向上させ、さらには、多国間における企業の
資金調達のコストを削減させ、国際的な経営の効
率化にも資するとも考えられる。しかし、文化も
違えば価値観も異なるゆえに、各国の要求と結び
ついた特定の要求が存在するため、各国ごとに会
計基準が必要となると考える。
